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インスピレーションはどこに居ても得られる
チェン・ジャン・ホンが個展に合わせ来日

　墨と油彩、東洋と西洋、伝統と革新－といっ
た二項を止揚することを志向し独創的な世界
を生み出してきた画家・チェン・ジャン・ホ
ン（1963 年中国・天津生まれ）が、ギャルリー
ためなが 2 会場（東京店：10 月 29 日→ 11
月 20 日、大阪店：11 月 5 日→ 11 月 27 日）
での個展開催に合わせ、活動の拠点としてい
るフランス・パリから来日した。2018 年以
来 4年ぶりとなる。その間、コロナ禍により
世界は大きく変わってしまった。作家は世界
とどう向きあってきたか、話を聞いた。
　今展では、諧調細やかな筆致と豪胆なスト
ロークが画面に共存していたり、これまで
あまり見られなかったブルーを基調とした作
品が見られた。「変化はいつでもしています。
常に挑戦していたいから。青い作品は 5 年
前に訪れたタヒチのボラボラ島からインスピ

レーションを受けたものです。エネルギーを
もらいましたよ」
　コロナ禍で移動がままならない時期は「旅
が大好きですから大変でしたが、逆にインス
ピレーションはどこに居ても得られるものだ
と改めて感じました」
　「山を見て山を描かず。自分の中に在る山
を描く」と云う。世界各地に取材しさまざま
な技法や歴史性を自家薬籠中の物としてきた
チェンだが、最も重要なのはうちに向けられ
た視線なのだろう。「コロナ」よりも作家の
射程は永い。

「洸」 80 x 80 cm

「珀」 114 x 146 cm
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